
6. 成果発表                                         6.2. 口頭発表 

会 2008年度秋季大会 
山崎明宏  ・福岡でのエアロゾル光学特性 2008年春季集中観測期間中の炭素成分分析結果, 日本気象学

会 2008年度秋季大会 
山崎 明  ・Aftershock observation of the 2004 off the Kii Peninsula earthquake using ocean bottom 

seismometers, The 7th General AsseInbly of Asian Seismological Commission 
      ・Seismicactivity around the Nankai trough axis south off the Kii Peninsula obtained by 

ocean bottoln seismometers, The 7th General AsseInbly of Asian Seismological 
Commission 

      ・絶対観測室内の磁気異常とその時間変化について, 日本地球惑星科学連合 2008年大会 
      ・海底地震計の海底電磁気観測への活用について, 平成 20年度Conductivity Anomaly 研究

会(SGEPSS分科会）「比抵抗構造推定のための陸域・海域観測に関する研究集会」 
      ・Detailed seismicity around Nankai Trough determined with ocean-bottom seismographs, 

The Japan-Indonesia bi-lateral joint workshop on Subduction processes and related 
topics along the Sumatra-Java arc 

山里 平  ・Characteristics of Low Frequency Earthquakes beneath the Summit Caldera of 
Miyakejima Volcano, Japan, The 7th General AsseInbly of Asian Seismological 
Commission 

      ・空気振動及び地震動から推定する噴火の強度, 日本地球惑星科学連合 2008年大会 
山中吾郎  ・最近のインド洋海面水温トレンドに見られる観測とモデルの不一致, 2008年度日本海洋学

会秋季大会 
行本誠史  ・CMIP3モデルにおける北半球環状モード（NAM)の再現性, 日本気象学会 2008年度春季大

会 
      ・気候システムのモデル化から地球システムのモデル化へ―地球温暖化予測モデルの現状と

今後の展望―, 2008年第 42回夏季大学 
吉川澄夫  ・The physical background and reproducidility of the seismic quiescence, The 7th General 

AsseInbly of Asian Seismological Commission 
      ・地震発生前の静穏化をどのように解釈するか, 日本地球惑星科学連合 2008年大会 
吉村 純  ・台風にともなう降水量に関する地球温暖化の影響―20km 格子全球大気モデルを用いた実験

結果―, 日本気象学会 2008年度秋季大会 
      ・日本における地球温暖化懐疑論の現状, 日本地球惑星科学連合 2008年大会 
      ・台風の発生数や強度の変化に関する話題, 2007年災害研究フォーラム 
      ・Global Warming and the tropical cyclone climatology as simulated in a 20-km¥mesh 

global atmospheric model, The 1st International Summit on Hurricanes and Climate 
Change 

和田章義  ・海洋貯熱量変動に見られる台風活動モードと台風経路の関係, 日本気象学会 2008年度秋季

大会 
      ・海面水温日変化スキームの開発と大気海洋結合モデルへの適用, 日本気象学会 2008年度秋

季大会 

7. 受賞等                                            7.1. 受賞 

 

 

７．受賞等 

 
ここでは、気象研究所の職員が平成 20 年度に受けた他機関からの表彰、及び取得した学位の一覧を

掲載している。 
受賞には、受賞者の氏名、賞の名称、表彰した機関名、表彰年月日を掲載している。 

学位取得には、学位取得者の氏名、学位名、学位授与大学、取得年月日及び学位取得の対象となった論

文名を掲載している。 
 
７．１．受賞 

 
中野英之   日本海洋学会岡田賞、日本海洋学会、平成 20 年 4 月 1 日 
 
鬼頭昭雄   感謝状、気候変動に関する政府間パネル、平成 20 年 4 月 
 
青木輝夫   日本気象学会賞、(社)日本気象学会、平成 20 年 5 月 19 日 
 
小司禎教ほか 日本測地学会賞坪井賞(団体賞)、日本測地学会、平成 20 年 5 月 29 日 
(GPS 気象学グループ) 
鬼頭昭雄   日本気象協会岡田賞、(財)日本気象協会、平成 20 年 9 月 29 日 

受
賞
等
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8. 研究交流                                         8.1. 外国出張 

 

８．研究交流 

 
 ここでは、気象研究所の職員が平成 20 年度に行った外国出張、気象研究所が平成 20 年度に他機関か

ら受け入れた研究者、及び海外研究機関からの来訪者の一覧を掲載している。 
 
８．１． 外国出張 

 
青梨和正 ・米国電気電子学会「地球科学リモートセンシングシンポジウム 2008」出席、アメリカ

合衆国、H20.7.5～H20.7.13 
・米国降水サイエンスチーム会合出席、アメリカ合衆国、H20.8.3～H20.8.10 

青栁曉典 ・第 8 回都市環境シンポジウム（第 89 回米国気象学会定期大会の一部として開催）への

参加、及び研究発表、並びに関連研究者との情報交換、アメリカ合衆国、H21.1.10～
H21.1.17 

青山道夫 ・国際シンポジウム「世界の海洋に対する気候変動の影響」での講演ならびにフランス海

洋研究所等訪問、スペイン・フランス・モナコ、H20.5.17～H20.5.30 
・「新エネルギー源および環境／気候」の連続講演会での講演およびコメニウス大学にお

ける「全球放射能データベース」についてのセミナー、スロバキア、H20.9.21～H20.9.28 
・2009 年栄養塩国際スケールワークショップ主催、フランス、H21.2.7～H21.2.15 

石井雅男 ・「第 2 回高 CO2 世界の海洋に関するシンポジウム」参加、モナコ、H20.10.5～H20.10.11 
・「北太平洋海洋科学機関第１７回年次総会 炭素・気候分会」参加、中国、H20.10.25
～H20.10.27 

碓氷典久 ・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
内山明博 ・ハワイ島における日射計検定観測（機器の撤収）、アメリカ合衆国、H20.12.14～

H20.12.19 
永戸久喜 ・「第 4 回国際降水ワーキンググループ（IPWG）ワークショップ」出席、中国、H20.10.12

～H20.10.18 
尾瀬智昭 ・第 4 回全球エネルギー・水実験（GEWEX)雲システム研究全体会議への出席、フランス、

H20.6.1～H20.6.8 
・「世界気象機関気候委員会の季節内、季節及び年々の予測の研究ニーズに関する専門家

チーム会合」出席、アメリカ合衆国、H20.9.22～H20.9.28 
・WMO 第 4 回モンスーン国際会議出席、中国、H20.10.19～H20.10.25 
・第 12 回 CLIVAR 季節から年々スケールの気候予測作業部会出席、アメリカ合衆国、

H21.1.11～H21.1.16 
折笠成宏 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
加藤輝之 ・「第 4 回モンスーンに関する国際会議」出席、中国、H20.10.19～H20.10.25 
蒲地政文 ・「最終国際全球海洋データ同化実験（GODAE）科学委員会会議」出席、アメリカ合衆国、

H20.6.1～H20.6.5 
・海洋の観測と予報シンポジウム（海面高度サイエンスチーム（OSTST）会合及び全球海

洋データ（GODAE）ファイナルシンポジウム）への参加及び研究発表、フランス、

H20.11.9～H20.11.17 
上口賢治 ・IAHS-PUB 国際シンポジウムへの出席、中国、H20.11.6～H20.11.10 
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８．研究交流 

 
 ここでは、気象研究所の職員が平成 20 年度に行った外国出張、気象研究所が平成 20 年度に他機関か

ら受け入れた研究者、及び海外研究機関からの来訪者の一覧を掲載している。 
 
８．１． 外国出張 

 
青梨和正 ・米国電気電子学会「地球科学リモートセンシングシンポジウム 2008」出席、アメリカ

合衆国、H20.7.5～H20.7.13 
・米国降水サイエンスチーム会合出席、アメリカ合衆国、H20.8.3～H20.8.10 

青栁曉典 ・第 8 回都市環境シンポジウム（第 89 回米国気象学会定期大会の一部として開催）への

参加、及び研究発表、並びに関連研究者との情報交換、アメリカ合衆国、H21.1.10～
H21.1.17 

青山道夫 ・国際シンポジウム「世界の海洋に対する気候変動の影響」での講演ならびにフランス海

洋研究所等訪問、スペイン・フランス・モナコ、H20.5.17～H20.5.30 
・「新エネルギー源および環境／気候」の連続講演会での講演およびコメニウス大学にお

ける「全球放射能データベース」についてのセミナー、スロバキア、H20.9.21～H20.9.28 
・2009 年栄養塩国際スケールワークショップ主催、フランス、H21.2.7～H21.2.15 

石井雅男 ・「第 2 回高 CO2 世界の海洋に関するシンポジウム」参加、モナコ、H20.10.5～H20.10.11 
・「北太平洋海洋科学機関第１７回年次総会 炭素・気候分会」参加、中国、H20.10.25
～H20.10.27 

碓氷典久 ・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
内山明博 ・ハワイ島における日射計検定観測（機器の撤収）、アメリカ合衆国、H20.12.14～

H20.12.19 
永戸久喜 ・「第 4 回国際降水ワーキンググループ（IPWG）ワークショップ」出席、中国、H20.10.12

～H20.10.18 
尾瀬智昭 ・第 4 回全球エネルギー・水実験（GEWEX)雲システム研究全体会議への出席、フランス、

H20.6.1～H20.6.8 
・「世界気象機関気候委員会の季節内、季節及び年々の予測の研究ニーズに関する専門家

チーム会合」出席、アメリカ合衆国、H20.9.22～H20.9.28 
・WMO 第 4 回モンスーン国際会議出席、中国、H20.10.19～H20.10.25 
・第 12 回 CLIVAR 季節から年々スケールの気候予測作業部会出席、アメリカ合衆国、

H21.1.11～H21.1.16 
折笠成宏 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
加藤輝之 ・「第 4 回モンスーンに関する国際会議」出席、中国、H20.10.19～H20.10.25 
蒲地政文 ・「最終国際全球海洋データ同化実験（GODAE）科学委員会会議」出席、アメリカ合衆国、

H20.6.1～H20.6.5 
・海洋の観測と予報シンポジウム（海面高度サイエンスチーム（OSTST）会合及び全球海

洋データ（GODAE）ファイナルシンポジウム）への参加及び研究発表、フランス、

H20.11.9～H20.11.17 
上口賢治 ・IAHS-PUB 国際シンポジウムへの出席、中国、H20.11.6～H20.11.10 
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・AGU 秋季会合への出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.20 

川畑拓矢 ・4D-VAR とアンサンブル・カルマンフィルターの相互比較に関する WWRP/THORPEX
ワークショップへの参加、アルゼンチン、H20.11.8～H20.11.16 

北村祐二 ・理論応用力学国際連合とニュートン研究所の共催の回転成層乱流と大気海洋中の乱流に

関するワークショップに出席、イギリス、H20.12.7～H20.12.14 
鬼頭昭雄 ・世界銀行との共同研究打合せ会合出席、アメリカ合衆国、H20.4.6～H20.4.9 

・アジアモンスーンの人為変化に関する国際ワークショップおよび気候変化と科学技術革

新に関するフォーラム出席、中国、H20.4.20～H20.4.26 
・アジア地域気候変動分野要請背景調査（JICA アジア地域気候変動予測コース現地調査）、

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ・ﾀｲ、H20.5.10～H20.5.15 
・科学および技術の助言に関する補助機関第 28 回会合サイドイベント出席、ドイツ、

H20.6.4～H20.6.8 
・アジアオセアニア地球科学協会 2008 年年次大会出席、大韓民国、H20.6.15～H20.6.18 
・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 
・第 2 期古気候モデリング相互比較実験ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.9.14

～H20.9.21 
・WMO 第 4 回モンスーン国際会議・第 2 回全 WCRP モンスーン会議、東アジアモンス

ーン会議、PAGES 全球モンスーン会議出席、中国、H20.10.19～H20.11.1 
・第 9 回南半球の気象学と海洋学に関する国際会議出席、オーストラリア、H21.2.7～

H21.2.14 
・気候変動への適応策国際セミナー参加、アルゼンチン、H21.2.23～H21.2.28 
・IPCC-WCRP-IGBP 合同ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H21.3.2～H21.3.8 
・IPCC「適応のための極端現象リクス管理特別報告書」スコーピング会合出席、ノルウ

ェー、H21.3.22～H21.3.28 
・気候変動セミナー出席、タイ、H21.3.30～H21.4.2 

楠 昌司 ・気候変化セミナーへの出席、コロンビア、H20.4.2～H20.4.7 
・欧州地球科学連合総会 2008 への出席、オーストリア、H20.4.12～H20.4.20 
・砂漠からモンスーン第 1 回国際会議への出席、ギリシャ、H20.5.30～H20.6.8 
・アジア・オセアニア地球科学協会第５回年次総会出席、韓国、H20.6.15～H20.6.21 
・結合モデル開発作業部会の会合への出席、フランス、H20.9.21～H20.9.26 
・「第 11 回太平洋学際科学会議」出席、仏領ポリネシア・タヒチ、H21.2.28～H21.3.7 
・「気候変化シナリオ開発に関する東南アジア地域ワークショップ」出席、ベトナム、

H21.3.15～H21.3.18 
・気候変動が灌漑施設に与える影響に関する国際セミナー参加、タイ、H21.3.22～H21.3.26 

工藤 玲 ・ハワイ島における日射計検定観測（機器の設置）、アメリカ合衆国、H20.11.24～H20.11.30 
栗原和夫 ・韓国海洋研究院との大気海洋相互作用に関するワークショップに参加し、研究発表、研

究打合せ、韓国、H20.4.21～H20.4.24 
・RMIP（東アジアにおける地域気候モデルの比較実験）打合せ会合出席、中国、H20.5.25

～H20.5.28 
・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 

黒田友二 ・「第 4 回成層圏過程とその気候影響研究計画総会」および「第 10 回国際大気化学国際会

議」出席、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 
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・NASA ゴダード宇宙科学研究所及びプリンストン大学訪問、アメリカ合衆国、H21.3.4
～H21.3.11 

小林隆久 ・第 5 回ヨーロッパレーダー会議出席、フィンランド、H20.6.29～H20.7.6 
・2008 年国際放射シンポジウム出席、ブラジル、H20.8.2～H20.8.11 
・SPIE アジア太平洋リモートセンシング会議出席、フランス、H20.11.15～H20.11.19 

斎藤篤思 ・第１５回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
斉藤和雄 ・アジアオセアニア地球科学協会 2008 年年次大会出席、大韓民国、H20.6.15～H20.6.21 

・WWRP メソスケール天気予報研究作業部会 WWRP 予報検証研究作業部会合同会合へ

の参加、中国、H20.11.30～H20.12.4 
・「香港天文台数値予報及びナウキャストに関する研究ワークショップ」参加、中国（香

港）、H21.2.8～H21.2.14 
・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
酒井 哲 ・第 24 回国際レーザ・レーダ会議出席、アメリカ合衆国、H20.6.22～H20.6.29 

・気象データ等の検証利用のための観測装置の整備調整、ニュージーランド、H21.2.16～
H21.2.23 

坂見智法 ・第 4 回全球エネルギー・水実験（GEWEX)雲システム研究全体会議への出席、フランス、

H20.6.1～H20.6.8 
澤 庸介 ・第 10 回地球大気化学国際共同研究計画（IGAC）国際会議出席、フランス、H20.9.7～

H20.9.14 
柴田 彰 ・IGARSS2008 及び日米合同 AMSR 科学会議出席、アメリカ合衆国、H20.7.6～H20.7.18 

・環大洋リモートセンシング会議 2008 への参加および研究発表、中国、H20.12.1～
H20.12.7 

柴田清孝 ・「大気化学、気候、越境汚染ワークショップ」出席、アメリカ合衆国、H20.6.8～H20.6.15 
・2008 年オゾンシンポジウム出席、ノルウェー、H20.6.28～H20.7.8 
・「第 4 回成層圏過程とその気候影響研究計画総会」および「第 10 回国際大気化学国際会

議」出席、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
・「大気と海洋におけるテレコネクション」会議出席、イタリア、H20.11.16～H20.11.22 
・「アメリカ地球物理連合 2008 年秋季大会」出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 
・マックスプランク研究所、アルフレッド・ウェーゲナー研究所、ベルリン自由大学との

大気力学・オゾンに関する協議、ドイツ、H21.2.16～H21.2.23 
・NASA ゴダード宇宙科学研究所及びプリンストン大学訪問、アメリカ合衆国、H21.3.4
～H21.3.11 

小司禎教 ・「FORMASAT-3/COSMIC ワークショップ２００８」出席、台湾、H20.9.30～H20.10.4 
・「第２回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
・GPS やマイクロ波放射計など水蒸気観測手法の解析及びデータ同化手法に関する意見交

換・情報収集、アメリカ合衆国、H21.3.22～H21.3.29 
新藤永樹 ・第 3 回高解像度雲モデリングワークショップに出席、アメリカ合衆国、H20.12.1～

H20.12.6 
杉 正人 ・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 

・気候変動対策に関する台風委員会合同ワークショップ出席、中国、H20.9.21～H20.9.23 
・第 3 回高解像度雲モデリングワークショップに出席、アメリカ合衆国、H20.12.1～
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・AGU 秋季会合への出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.20 

川畑拓矢 ・4D-VAR とアンサンブル・カルマンフィルターの相互比較に関する WWRP/THORPEX
ワークショップへの参加、アルゼンチン、H20.11.8～H20.11.16 

北村祐二 ・理論応用力学国際連合とニュートン研究所の共催の回転成層乱流と大気海洋中の乱流に

関するワークショップに出席、イギリス、H20.12.7～H20.12.14 
鬼頭昭雄 ・世界銀行との共同研究打合せ会合出席、アメリカ合衆国、H20.4.6～H20.4.9 

・アジアモンスーンの人為変化に関する国際ワークショップおよび気候変化と科学技術革

新に関するフォーラム出席、中国、H20.4.20～H20.4.26 
・アジア地域気候変動分野要請背景調査（JICA アジア地域気候変動予測コース現地調査）、

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ・ﾀｲ、H20.5.10～H20.5.15 
・科学および技術の助言に関する補助機関第 28 回会合サイドイベント出席、ドイツ、

H20.6.4～H20.6.8 
・アジアオセアニア地球科学協会 2008 年年次大会出席、大韓民国、H20.6.15～H20.6.18 
・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 
・第 2 期古気候モデリング相互比較実験ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.9.14

～H20.9.21 
・WMO 第 4 回モンスーン国際会議・第 2 回全 WCRP モンスーン会議、東アジアモンス

ーン会議、PAGES 全球モンスーン会議出席、中国、H20.10.19～H20.11.1 
・第 9 回南半球の気象学と海洋学に関する国際会議出席、オーストラリア、H21.2.7～

H21.2.14 
・気候変動への適応策国際セミナー参加、アルゼンチン、H21.2.23～H21.2.28 
・IPCC-WCRP-IGBP 合同ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H21.3.2～H21.3.8 
・IPCC「適応のための極端現象リクス管理特別報告書」スコーピング会合出席、ノルウ

ェー、H21.3.22～H21.3.28 
・気候変動セミナー出席、タイ、H21.3.30～H21.4.2 

楠 昌司 ・気候変化セミナーへの出席、コロンビア、H20.4.2～H20.4.7 
・欧州地球科学連合総会 2008 への出席、オーストリア、H20.4.12～H20.4.20 
・砂漠からモンスーン第 1 回国際会議への出席、ギリシャ、H20.5.30～H20.6.8 
・アジア・オセアニア地球科学協会第５回年次総会出席、韓国、H20.6.15～H20.6.21 
・結合モデル開発作業部会の会合への出席、フランス、H20.9.21～H20.9.26 
・「第 11 回太平洋学際科学会議」出席、仏領ポリネシア・タヒチ、H21.2.28～H21.3.7 
・「気候変化シナリオ開発に関する東南アジア地域ワークショップ」出席、ベトナム、

H21.3.15～H21.3.18 
・気候変動が灌漑施設に与える影響に関する国際セミナー参加、タイ、H21.3.22～H21.3.26 

工藤 玲 ・ハワイ島における日射計検定観測（機器の設置）、アメリカ合衆国、H20.11.24～H20.11.30 
栗原和夫 ・韓国海洋研究院との大気海洋相互作用に関するワークショップに参加し、研究発表、研

究打合せ、韓国、H20.4.21～H20.4.24 
・RMIP（東アジアにおける地域気候モデルの比較実験）打合せ会合出席、中国、H20.5.25

～H20.5.28 
・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 

黒田友二 ・「第 4 回成層圏過程とその気候影響研究計画総会」および「第 10 回国際大気化学国際会

議」出席、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 
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・NASA ゴダード宇宙科学研究所及びプリンストン大学訪問、アメリカ合衆国、H21.3.4
～H21.3.11 

小林隆久 ・第 5 回ヨーロッパレーダー会議出席、フィンランド、H20.6.29～H20.7.6 
・2008 年国際放射シンポジウム出席、ブラジル、H20.8.2～H20.8.11 
・SPIE アジア太平洋リモートセンシング会議出席、フランス、H20.11.15～H20.11.19 

斎藤篤思 ・第１５回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
斉藤和雄 ・アジアオセアニア地球科学協会 2008 年年次大会出席、大韓民国、H20.6.15～H20.6.21 

・WWRP メソスケール天気予報研究作業部会 WWRP 予報検証研究作業部会合同会合へ

の参加、中国、H20.11.30～H20.12.4 
・「香港天文台数値予報及びナウキャストに関する研究ワークショップ」参加、中国（香

港）、H21.2.8～H21.2.14 
・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
酒井 哲 ・第 24 回国際レーザ・レーダ会議出席、アメリカ合衆国、H20.6.22～H20.6.29 

・気象データ等の検証利用のための観測装置の整備調整、ニュージーランド、H21.2.16～
H21.2.23 

坂見智法 ・第 4 回全球エネルギー・水実験（GEWEX)雲システム研究全体会議への出席、フランス、

H20.6.1～H20.6.8 
澤 庸介 ・第 10 回地球大気化学国際共同研究計画（IGAC）国際会議出席、フランス、H20.9.7～

H20.9.14 
柴田 彰 ・IGARSS2008 及び日米合同 AMSR 科学会議出席、アメリカ合衆国、H20.7.6～H20.7.18 

・環大洋リモートセンシング会議 2008 への参加および研究発表、中国、H20.12.1～
H20.12.7 

柴田清孝 ・「大気化学、気候、越境汚染ワークショップ」出席、アメリカ合衆国、H20.6.8～H20.6.15 
・2008 年オゾンシンポジウム出席、ノルウェー、H20.6.28～H20.7.8 
・「第 4 回成層圏過程とその気候影響研究計画総会」および「第 10 回国際大気化学国際会

議」出席、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
・「大気と海洋におけるテレコネクション」会議出席、イタリア、H20.11.16～H20.11.22 
・「アメリカ地球物理連合 2008 年秋季大会」出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 
・マックスプランク研究所、アルフレッド・ウェーゲナー研究所、ベルリン自由大学との

大気力学・オゾンに関する協議、ドイツ、H21.2.16～H21.2.23 
・NASA ゴダード宇宙科学研究所及びプリンストン大学訪問、アメリカ合衆国、H21.3.4
～H21.3.11 

小司禎教 ・「FORMASAT-3/COSMIC ワークショップ２００８」出席、台湾、H20.9.30～H20.10.4 
・「第２回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
・GPS やマイクロ波放射計など水蒸気観測手法の解析及びデータ同化手法に関する意見交

換・情報収集、アメリカ合衆国、H21.3.22～H21.3.29 
新藤永樹 ・第 3 回高解像度雲モデリングワークショップに出席、アメリカ合衆国、H20.12.1～

H20.12.6 
杉 正人 ・第 12 回日米地球変動ワークショップ出席、アメリカ合衆国、H20.6.29～H20.7.4 

・気候変動対策に関する台風委員会合同ワークショップ出席、中国、H20.9.21～H20.9.23 
・第 3 回高解像度雲モデリングワークショップに出席、アメリカ合衆国、H20.12.1～

研
究
交
流
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H20.12.6 

・インド中期予報センター国際会議に出席、インド、H20.12.8～H20.12.13 
・「WWRP/TMRP 熱帯低気圧に対する気候変化の影響に関する専門家会合及びインド洋の

熱帯低気圧と気候変動に関する第 1 回国際会議」参加、オマーン、H21.3.4～H21.3.12 
清野直子 ・第 3 回国際ダストワークショップへの参加、ドイツ、H20.9.14～H20.9.19 
関山 剛 ・国際オゾンシンポジウム 2008 への参加、ノルウェー、H20.6.28～H20.7.7 

・成層圏過程とその気候影響研究計画（SPARC)第４回総会及び地球大気化学国際協同研

究計画（IGAC)第 10 回国際大会への参加、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
瀬古 弘 ・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第 6

回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 
・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
高藪 出 ・EU ENSEMBLES「第 5 回全体会合」参加、スペイン、H20.10.18～H20.10.24 

・「アメリカ地球物理連合 2008 年秋季大会」出席、アメリカ合衆国、 H20.12.14～
H20.12.20 

・EU ENSEMBLES RT3（地域気候モデルザブグループ）会合及び WCRP 地域気候将来

予測の評価と改善に関するワークショップ参加、フランス、H21.2.8～H21.2.14 
田尻拓也 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
田中泰宙 ・第 3 回国際ダストワークショップへの参加及びケルン大学シャオ教授との研究打合せ、

ドイツ、H20.9.11～H20.9.19 
出牛 真 ・成層圏過程とその気候影響研究計画（SPARC)第４回総会出席、イタリア、H20.8.30～

H20.9.7 
直江寛明 ・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、 アメリカ合衆国、H20.12.14～

H20.12.21 
永井智広 ・気象データ等の検証利用のための観測装置の整備調整、ニュージーランド、H21.2.16

～H21.2.23 
中里真久 ・JSPS アジア・アフリカ基盤形成事業「大気と雲の光学観測セミナー」における集中

講義と実習、インドネシア、H20.11.9～H20.11.13 
中澤哲夫 ・第 28 回ハリケーンおよび熱帯気象学会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.27～H20.5.4 

・米国降水サイエンスチーム会合出席及び太平洋アジア観測実験（T-PARC）米国観測本

部視察、アメリカ合衆国、H20.8.3～H20.8.12 
・THORPEX WORKSHOP 参加、スイス、H20.9.22～H20.9.27 
・予報可能性と観測計画および数値天気予報に関する国際ワークショップ出席、韓国、

H20.11.12～H20.11.15 
・THORPEX 国際運営委員会（ICSC）第 7 回会合参加、スイス、H20.11.17～H20.11.22 
・第 3 回高解像度雲モデル（熱帯低気圧と気候）に関する国際ワークショップ出席、アメ

リカ合衆国、H20.12.1～H20.12.6 
・台風と洪水の研究の高度化に関する国際ワークショップ参加、台湾、H20.12.18～

H20.12.20 
・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第６

回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 
・「インド洋の熱帯低気圧と気候変動に関する第１回国際会議」参加、オマーン、H21.3.6

～H21.3.13 
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・メガトロピーク衛星科学と応用に関する国際会議参加、インド、H21.3.22～H21.3.26 

中野英之 ・2008 年国際海洋研究科学委員会 50 周年金シンポジウムへの参加、アメリカ合衆国、

H20.10.19～H20.10.23 
萩野谷成徳・大理アーハイの湖面観測・解析指導と大理 PBL 観測・解析指導およびミニワークショ

ップ参加、中国、H20.6.29～H20.7.18 
・第 7 回ワークショップ参加および現地視察、中国、H20.10.9～H20.10.17 
・境界層観測データの解析、数値気象予測モデル、及びデータ同化手法に関わるミニワー

クショップへの参加、中国、H20.12.23～H20.12.26 
・日中気象災害協力研究センタープロジェクト短期派遣専門家（陸域水文観測・解析/気象

予報モデル）及び陸面放射とエネルギー収支に関する国際会議参加、中国、H21.3.15～
H21.3.19 

橋本明弘 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
林 修吾 ・第 5 回アジアオセアニア地球科学合同大会出席、韓国、H20.6.15～H20.6.20 

・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
・熱帯対流雲の初期値解析についての研究打ち合わせ、インド、H21.3.22～H21.3.26 

平田賢治 ・AOGS(アジア・太平洋州地球科学学会)2008 年度年次総会への参加と研究成果の発表、

韓国、H20.6.18～H20.6.21 
・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 

廣瀬勝己 ・「新エネルギー元および環境／気候」の連続講演会での講演及び打ち合わせ、スロバキ

ア、H20.4.19～H20.4.27 
・「第 10 回 南太平洋環境放射能会議」出席、ニュージーランド、H20.11.22～H20.11.29 

藤井陽介 ・アジア・オセアニア地球科学学会 2008 年大会への参加及び研究発表、大韓民国、H20.6.16
～H20.6.21 

・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
藤部文昭 ・第 89 回米国気象学会大会参加、アメリカ合衆国、H21.1.10～H21.1.17 

・IPCC「適応のための極端現象リクス管理特別報告書」スコーピング会合出席、ノルウ

ェー、H21.3.22～H21.3.28 
別所康太郎・第 28 回ハリケーンおよび熱帯気象学会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.27～H20.5.4 

・ドイツ航空宇宙センターDLR 海上生存訓練参加および研究打合せ、ドイツ、H20.7.6～
H20.7.10 

・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第 6
回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 

保坂征宏 ・第 89 回米国気象学会大会参加、アメリカ合衆国、H21.1.10～H21.1.17 
干場充之 ・世界の観測所の国際フォーラム（トルコ国カンデリ地震観測所主催）への参加、トルコ、

H20.9.2～H20.9.8 
増田一彦 ・SPIE アジア太平洋リモートセンシング会議出席、フランス、H20.11.15～H20.11.22 
松本 聡 ・アジア・オセアニア地球科学学会 2008 年大会への参加及び研究発表、大韓民国、H20.6.16

～H20.6.21 
・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
三上正男 ・グローバル COE プログラムによるモンゴルにおける黄砂観測、モンゴル、H20.4.21～
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H20.12.6 

・インド中期予報センター国際会議に出席、インド、H20.12.8～H20.12.13 
・「WWRP/TMRP 熱帯低気圧に対する気候変化の影響に関する専門家会合及びインド洋の

熱帯低気圧と気候変動に関する第 1 回国際会議」参加、オマーン、H21.3.4～H21.3.12 
清野直子 ・第 3 回国際ダストワークショップへの参加、ドイツ、H20.9.14～H20.9.19 
関山 剛 ・国際オゾンシンポジウム 2008 への参加、ノルウェー、H20.6.28～H20.7.7 

・成層圏過程とその気候影響研究計画（SPARC)第４回総会及び地球大気化学国際協同研

究計画（IGAC)第 10 回国際大会への参加、イタリア・フランス、H20.8.30～H20.9.14 
瀬古 弘 ・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第 6

回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 
・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
高藪 出 ・EU ENSEMBLES「第 5 回全体会合」参加、スペイン、H20.10.18～H20.10.24 

・「アメリカ地球物理連合 2008 年秋季大会」出席、アメリカ合衆国、 H20.12.14～
H20.12.20 

・EU ENSEMBLES RT3（地域気候モデルザブグループ）会合及び WCRP 地域気候将来

予測の評価と改善に関するワークショップ参加、フランス、H21.2.8～H21.2.14 
田尻拓也 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
田中泰宙 ・第 3 回国際ダストワークショップへの参加及びケルン大学シャオ教授との研究打合せ、

ドイツ、H20.9.11～H20.9.19 
出牛 真 ・成層圏過程とその気候影響研究計画（SPARC)第４回総会出席、イタリア、H20.8.30～

H20.9.7 
直江寛明 ・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、 アメリカ合衆国、H20.12.14～

H20.12.21 
永井智広 ・気象データ等の検証利用のための観測装置の整備調整、ニュージーランド、H21.2.16

～H21.2.23 
中里真久 ・JSPS アジア・アフリカ基盤形成事業「大気と雲の光学観測セミナー」における集中

講義と実習、インドネシア、H20.11.9～H20.11.13 
中澤哲夫 ・第 28 回ハリケーンおよび熱帯気象学会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.27～H20.5.4 

・米国降水サイエンスチーム会合出席及び太平洋アジア観測実験（T-PARC）米国観測本

部視察、アメリカ合衆国、H20.8.3～H20.8.12 
・THORPEX WORKSHOP 参加、スイス、H20.9.22～H20.9.27 
・予報可能性と観測計画および数値天気予報に関する国際ワークショップ出席、韓国、

H20.11.12～H20.11.15 
・THORPEX 国際運営委員会（ICSC）第 7 回会合参加、スイス、H20.11.17～H20.11.22 
・第 3 回高解像度雲モデル（熱帯低気圧と気候）に関する国際ワークショップ出席、アメ

リカ合衆国、H20.12.1～H20.12.6 
・台風と洪水の研究の高度化に関する国際ワークショップ参加、台湾、H20.12.18～

H20.12.20 
・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第６

回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 
・「インド洋の熱帯低気圧と気候変動に関する第１回国際会議」参加、オマーン、H21.3.6

～H21.3.13 
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・メガトロピーク衛星科学と応用に関する国際会議参加、インド、H21.3.22～H21.3.26 

中野英之 ・2008 年国際海洋研究科学委員会 50 周年金シンポジウムへの参加、アメリカ合衆国、

H20.10.19～H20.10.23 
萩野谷成徳・大理アーハイの湖面観測・解析指導と大理 PBL 観測・解析指導およびミニワークショ

ップ参加、中国、H20.6.29～H20.7.18 
・第 7 回ワークショップ参加および現地視察、中国、H20.10.9～H20.10.17 
・境界層観測データの解析、数値気象予測モデル、及びデータ同化手法に関わるミニワー

クショップへの参加、中国、H20.12.23～H20.12.26 
・日中気象災害協力研究センタープロジェクト短期派遣専門家（陸域水文観測・解析/気象

予報モデル）及び陸面放射とエネルギー収支に関する国際会議参加、中国、H21.3.15～
H21.3.19 

橋本明弘 ・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 
林 修吾 ・第 5 回アジアオセアニア地球科学合同大会出席、韓国、H20.6.15～H20.6.20 

・「第 2 回東南アジア地域の気象災害軽減国際協同研究国際ワークショップ」出席、イン

ドネシア、H21.3.1～H21.3.7 
・熱帯対流雲の初期値解析についての研究打ち合わせ、インド、H21.3.22～H21.3.26 

平田賢治 ・AOGS(アジア・太平洋州地球科学学会)2008 年度年次総会への参加と研究成果の発表、

韓国、H20.6.18～H20.6.21 
・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 

廣瀬勝己 ・「新エネルギー元および環境／気候」の連続講演会での講演及び打ち合わせ、スロバキ

ア、H20.4.19～H20.4.27 
・「第 10 回 南太平洋環境放射能会議」出席、ニュージーランド、H20.11.22～H20.11.29 

藤井陽介 ・アジア・オセアニア地球科学学会 2008 年大会への参加及び研究発表、大韓民国、H20.6.16
～H20.6.21 

・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
藤部文昭 ・第 89 回米国気象学会大会参加、アメリカ合衆国、H21.1.10～H21.1.17 

・IPCC「適応のための極端現象リクス管理特別報告書」スコーピング会合出席、ノルウ

ェー、H21.3.22～H21.3.28 
別所康太郎・第 28 回ハリケーンおよび熱帯気象学会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.27～H20.5.4 

・ドイツ航空宇宙センターDLR 海上生存訓練参加および研究打合せ、ドイツ、H20.7.6～
H20.7.10 

・第 2 回 THORPEX アジア科学ワークショップ及び THORPEX アジア地域委員会第 6
回会合出席、中国、H21.2.17～H21.2.21 

保坂征宏 ・第 89 回米国気象学会大会参加、アメリカ合衆国、H21.1.10～H21.1.17 
干場充之 ・世界の観測所の国際フォーラム（トルコ国カンデリ地震観測所主催）への参加、トルコ、

H20.9.2～H20.9.8 
増田一彦 ・SPIE アジア太平洋リモートセンシング会議出席、フランス、H20.11.15～H20.11.22 
松本 聡 ・アジア・オセアニア地球科学学会 2008 年大会への参加及び研究発表、大韓民国、H20.6.16

～H20.6.21 
・全球海洋データ同化実験（GODAE）ファイナルシンポジウムへの参加及び研究発表、

フランス、H20.11.11～H20.11.17 
三上正男 ・グローバル COE プログラムによるモンゴルにおける黄砂観測、モンゴル、H20.4.21～
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8. 研究交流                                         8.1. 外国出張 

 
H20.4.29 

・グルーバル COE プログラムによる第 5 回 AOGS 年次総会研究発表、韓国、H20.6.15
～H20.6.21 

・GEOSS（全球地球観測システム）ワークショップ研究発表、中国、H20.7.1～H20.7.3 
・第 3 回国際ダストワークショップへの参加及びケルン大学シャオ教授との研究打合せ、

ドイツ、H20.9.11～H20.9.19 
・世界気象機関砂塵嵐研究評価システム北京地区センター会合出席、中国、H20.11.3～

H20.11.7 
・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席とケルン大学シャオ教授との共同研究実

施および WMO 専門家訪問打合せ、アメリカ合衆国、ドイツ、スイス、H20.12.14～
H21.1.28 

・オーストラリア共同研究者との研究打合せ、オーストラリア、H21.3.24～H21.3.30 
村上正隆 ・米国気象学会と米国気象改変協会の共催の第 17 回意図的・非意図的気象改変に関する

会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.20～H20.4.27 
・第 15 回国際雲・降水会議出席、メキシコ、H20.7.6～H20.7.13 

村田昭彦 ・第 28 回ハリケーンおよび熱帯気象学会議出席、アメリカ合衆国、H20.4.27～H20.5.4 
本井達夫 ・「南極研究科学委員会（SCAR）/北極圏国際科学委員会（IASC）・国際極年（IPY）・公

開科学会議」研究集会出席、ロシア、H20.7.7～H20.7.13 
安田珠幾 ・2008 年西太平洋地球物理学会出席、オーストラリア、H20.7.27～H20.8.2 

・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 
山崎明宏 ・ハワイ島における日射計検定観測（機器の設置）、アメリカ合衆国、H20.11.24～H20.11.30 

・ハワイ島における日射計検定観測（機器の撤収）、アメリカ合衆国、H20.12.14～
H20.12.19 

・スカイラジオメーターと放射計の比較観測、中国、H21.3.16～H21.3.28 
吉田康宏 ・アメリカ地球物理学連合 2008 年秋季大会出席、アメリカ合衆国、H20.12.14～H20.12.21 

 

8. 研究交流                                        8.2. 受入研究員等 

 

８．２． 受入研究員等 

 
特別研究員制度（独立行政法人 日本学術振興会） 

 優れた若手研究者に、その研究生活の初期において、自由な発想のもとに主体的に研究課題

等を選びながら研究に専念する機会を与えること、また、世界の最高水準の研究能力を有する

若手研究者を養成・確保することを目的とした制度。 
 平成 20 年度はこの制度により受け入れた研究者はなし。 

 
客員研究員 

 当所の研究の効率的な推進に資することを目的とし、当該研究に関する高度の専門知識を有

し、当該研究を円滑に実施する能力がある研究者を客員研究員として受け入れている。 
 平成 20 年度は次の 28 名を受け入れた。 
 
佐藤康雄 

期   間: H16.4.16～ 
研究課題名: 地域気候モデルによる砂漠・半乾燥域の気候シミュレーション 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 

 
高谷美正 

期   間: H16.4.16～ 
研究課題名: ドップラーレーダに関する基礎的・応用的研究 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 

 
伊藤朋之 

期   間: H16.5.25～ 
研究課題名: 気候システムにおけるエーロゾルの挙動に関する研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 

 
岡田正實 

期   間: H17.4.1～ 
研究課題名: ベイズ統計理論を用いた地震の発生確率予測に関する研究 
受入研究部: 地震火山研究部 

 
吉田明夫 

期   間: H17.4.1～ 
研究課題名: 地震・地殻変動観測データの高度利用に関する研究 
受入研究部: 地震火山研究部 

 
小村和久 

期   間: H17.6.22～ 
研究課題名: 環境中の極低レベル人工放射性核種の分布と挙動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 

 
 藤谷德之助 
  期   間: H18.4.1～ 
  研究課題名: 大気境界層の乱流構造に関する研究 
  受入研究部: 物理気象研究部 
 

八木正允 
  期   間: H18.4.1～ 
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  研究課題名: 流れに及ぼす地形効果の研究 
  受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

小寺邦彦 
  期    間: H18.4.1～ 
  研究課題名: 力学過程を通した太陽活動の対流圏・海洋への影響 

受入研究部: 気候研究部 
 

山下克也 
期    間: H18.9.6～ 

  研究課題名: 人工降雨・降雪に関する雲生成チャンバーを用いた吸湿性粒子のシーディング

実験 
受入研究部: 物理気象研究部 

 
猪股弥生 

期    間: H18.10.1～ 
  研究課題名: 降水中のラドン壊変生物によるガンマ線量率上昇量の評価に関する研究 

受入研究部: 地球化学研究部 
 

荒川 理 
期    間: H18.12.1～ 

  研究課題名: アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 
受入研究部: 気候研究部 
 

内野 修 
期    間: H19.4.13～ 

  研究課題名: 地球温暖化関連物質の動態把握 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 
 

井上 豊志郎 
期    間: H19.4.25～ 

  研究課題名: 各種気象衛星データによる台風発生の環境場の解析 
受入研究部: 台風研究部 
 

大西 晴夫 
期    間: H19.6.6～H20.12.31 

  研究課題名: 熱帯低気圧に関する解析的研究 
受入研究部: 台風研究部 
 

藤田 玲子 
期    間: H19.6.6～ 

  研究課題名: 環状モードから対流圏－成層圏結合に関連する現象の解析 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
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向野 智彦 
期    間: H18.5.17～ 

  研究課題名: アジア域における気候変動の特性 
受入研究部: 気候研究部 
 

石崎 紀子 
期    間: H19.8.27～ 

  研究課題名: 温暖化のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

石崎 安洋 
期    間: H19.11.7～ 

  研究課題名: 温暖化のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

西川 史朗 
期    間: H19.11.7～ 

  研究課題名: ネスティングによる高精度海洋モデルの開発 
受入研究部: 海洋研究部 
 

末吉 雅和 
期    間: H19.11.21～ 

  研究課題名: 地球システムにおける季節予測可能性の研究 
受入研究部: 気候研究部 
 

黒田 徹 
期    間: H20.1.4～ 

  研究課題名: 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究に係わる同化データ技術の開発

と実験 
受入研究部: 予報研究部 
 

佐竹 晋輔 
期    間: H20.2.6～ 

  研究課題名: 人工降雨・降雪に関する数値モデルを用いた研究 
受入研究部: 物理気象研究部 
 

坂本 圭 
期    間: H20.5.14～ 

  研究課題名: ネスティングによる高精度海洋モデルの開発 
受入研究部: 海洋研究部 
 

岡田 菊夫 
期    間: H20.5.30～ 
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  研究課題名: 流れに及ぼす地形効果の研究 
  受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

小寺邦彦 
  期    間: H18.4.1～ 
  研究課題名: 力学過程を通した太陽活動の対流圏・海洋への影響 

受入研究部: 気候研究部 
 

山下克也 
期    間: H18.9.6～ 

  研究課題名: 人工降雨・降雪に関する雲生成チャンバーを用いた吸湿性粒子のシーディング

実験 
受入研究部: 物理気象研究部 

 
猪股弥生 

期    間: H18.10.1～ 
  研究課題名: 降水中のラドン壊変生物によるガンマ線量率上昇量の評価に関する研究 

受入研究部: 地球化学研究部 
 

荒川 理 
期    間: H18.12.1～ 

  研究課題名: アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 
受入研究部: 気候研究部 
 

内野 修 
期    間: H19.4.13～ 

  研究課題名: 地球温暖化関連物質の動態把握 
受入研究部: 気象衛星・観測システム研究部 
 

井上 豊志郎 
期    間: H19.4.25～ 

  研究課題名: 各種気象衛星データによる台風発生の環境場の解析 
受入研究部: 台風研究部 
 

大西 晴夫 
期    間: H19.6.6～H20.12.31 

  研究課題名: 熱帯低気圧に関する解析的研究 
受入研究部: 台風研究部 
 

藤田 玲子 
期    間: H19.6.6～ 

  研究課題名: 環状モードから対流圏－成層圏結合に関連する現象の解析 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
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向野 智彦 
期    間: H18.5.17～ 

  研究課題名: アジア域における気候変動の特性 
受入研究部: 気候研究部 
 

石崎 紀子 
期    間: H19.8.27～ 

  研究課題名: 温暖化のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

石崎 安洋 
期    間: H19.11.7～ 

  研究課題名: 温暖化のためのマルチモデルアンサンブルとダウンスケーリングの研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

西川 史朗 
期    間: H19.11.7～ 

  研究課題名: ネスティングによる高精度海洋モデルの開発 
受入研究部: 海洋研究部 
 

末吉 雅和 
期    間: H19.11.21～ 

  研究課題名: 地球システムにおける季節予測可能性の研究 
受入研究部: 気候研究部 
 

黒田 徹 
期    間: H20.1.4～ 

  研究課題名: 東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究に係わる同化データ技術の開発

と実験 
受入研究部: 予報研究部 
 

佐竹 晋輔 
期    間: H20.2.6～ 

  研究課題名: 人工降雨・降雪に関する数値モデルを用いた研究 
受入研究部: 物理気象研究部 
 

坂本 圭 
期    間: H20.5.14～ 

  研究課題名: ネスティングによる高精度海洋モデルの開発 
受入研究部: 海洋研究部 
 

岡田 菊夫 
期    間: H20.5.30～ 
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  研究課題名: 大気エーロゾル粒子の組成と混合状態に関する研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

Dickson, Andrew Gilmore 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

David Hydes 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

Jae Ryoung OH 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 

 

 

8. 研究交流                                8.3. 海外研究機関等からの来訪者等 

 

８．３．海外研究機関等からの来訪者等 

 
招聘研究者 

 
  Prof. Anantharaman Chandrasekar（インド工科大学） 

期   間: 平成 20 年 5 月 1 日～平成 20 年 7 月 21 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Prof. BinWang（ハワイ大学 アメリカ） 
期   間: 平成 20 年 7 月 5 日～平成 20 年 7 月 29 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. Grinia Avalos Roldan（ペルー気象・水文庁） 
Dr. Clara Oria （ペルー気象・水文庁） 

期   間: 平成 20 年 10 月 1 日～平成 20 年 10 月 16 日 
用   務: 「高精度・高分解能気候モデルの開発」による予測結果の解釈についての研修

（世界銀行） 
担当研究者: 楠 昌司 鬼頭昭雄 
 

  Dr. Ottmar Moehler（ドイツ カールスルーエ研究所） 
期   間: 平成 20 年 11 月 9 日～平成 20 年 11 月 16 日 
用   務: エーロゾルの物理･化学特性及びエーロゾルチャンバーの最新の技術動向に関

する打合せ 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学

技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆 
 

Dr. Kamala Kakitha（インド熱帯気象機関） 
期   間: 平成 20 年 12 月 1 日～平成 21 年 1 月 31 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. Krishna Kumar Kanikicharla（インド熱帯気象機関） 
期   間: 平成 20 年 12 月 21 日～12 月 30 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Prof. Markku Rummukainen（スウェーデン気象水文研究所） 
期   間: 平成 21 年 1 月 19 日～平成 21 年 1 月 25 日 
用   務: 「地球温暖化にかかわる政策支援と普及啓発のための気候変動シナリオに関す

る総合的研究 サブ課題 3 温暖化影響評価のためにマルチモデルアンサンブ

ルとダウンスケーリングの研究」（地球環境研究総合推進費） 
担当研究者: 高薮出 
 

Dr. Sun-Hee Shin（釜山国立大学） 
期   間: 平成 21 年 2 月 1 日～平成 22 年 1 月 31 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

  Dr. Roy M. Rasmussen（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 21 年 2 月 9 日～平成 21 年 2 月 28 日 
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  研究課題名: 大気エーロゾル粒子の組成と混合状態に関する研究 
受入研究部: 環境・応用気象研究部 
 

Dickson, Andrew Gilmore 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

David Hydes 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 
 

Jae Ryoung OH 
期    間: H20.10.24～ 

  研究課題名: 海洋における炭素・栄養塩・酸素データの国際的なコンパラビリティ確立と変

動の研究 
受入研究部: 地球化学研究部 

 

 

8. 研究交流                                8.3. 海外研究機関等からの来訪者等 

 

８．３．海外研究機関等からの来訪者等 

 
招聘研究者 

 
  Prof. Anantharaman Chandrasekar（インド工科大学） 

期   間: 平成 20 年 5 月 1 日～平成 20 年 7 月 21 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Prof. BinWang（ハワイ大学 アメリカ） 
期   間: 平成 20 年 7 月 5 日～平成 20 年 7 月 29 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. Grinia Avalos Roldan（ペルー気象・水文庁） 
Dr. Clara Oria （ペルー気象・水文庁） 

期   間: 平成 20 年 10 月 1 日～平成 20 年 10 月 16 日 
用   務: 「高精度・高分解能気候モデルの開発」による予測結果の解釈についての研修

（世界銀行） 
担当研究者: 楠 昌司 鬼頭昭雄 
 

  Dr. Ottmar Moehler（ドイツ カールスルーエ研究所） 
期   間: 平成 20 年 11 月 9 日～平成 20 年 11 月 16 日 
用   務: エーロゾルの物理･化学特性及びエーロゾルチャンバーの最新の技術動向に関

する打合せ 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学

技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆 
 

Dr. Kamala Kakitha（インド熱帯気象機関） 
期   間: 平成 20 年 12 月 1 日～平成 21 年 1 月 31 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Dr. Krishna Kumar Kanikicharla（インド熱帯気象機関） 
期   間: 平成 20 年 12 月 21 日～12 月 30 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

Prof. Markku Rummukainen（スウェーデン気象水文研究所） 
期   間: 平成 21 年 1 月 19 日～平成 21 年 1 月 25 日 
用   務: 「地球温暖化にかかわる政策支援と普及啓発のための気候変動シナリオに関す

る総合的研究 サブ課題 3 温暖化影響評価のためにマルチモデルアンサンブ

ルとダウンスケーリングの研究」（地球環境研究総合推進費） 
担当研究者: 高薮出 
 

Dr. Sun-Hee Shin（釜山国立大学） 
期   間: 平成 21 年 2 月 1 日～平成 22 年 1 月 31 日 
用   務: 21 世紀気候変動予測革新プログラム 
担当研究者: 鬼頭昭雄 
 

  Dr. Roy M. Rasmussen（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 21 年 2 月 9 日～平成 21 年 2 月 28 日 
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用   務: 氷晶発生機構に関する研究を行う 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関す

る総合的研究」（科学技術振興調整費）「豪雨の力学的予測のための初期値解析

と予測信頼性の評価に関する研究」（科学研究費補助金） 
担当研究者: 村上正隆 斉藤和雄 
 

  M.Sc. Eddy Z. Gaffar（インドネシア科学院） 
期   間: 平成 21 年 2 月 19 日～平成 21 年 3 月 14 日 

  Dr. Udrekh（インドネシア技術評価応用庁） 
期   間: 平成 21 年 3 月 2 日～平成 21 年 3 月 14 日 

 Dr. Yusuf S. Djajadihardja（インドネシア技術評価応用庁） 
期   間: 平成 21 年 3 月 6 日～平成 21 年 3 月 14 日 

  Dr. Haryadi Permana（インドネシア科学院） 
期   間: 平成 21 年 3 月 9 日～平成 21 年 3 月 14 日 
用   務: スマトラ島沖合いの地質調査データに関する議論･検討及び講演 
      「2004 年インド洋津波の波源域南部における地震･地質学的調査研究」（学術

振興会二国間共同研究 
担当研究者: 平田賢治 
 

  Mr. Duncan Axisa（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 21 年 3 月 22 日～平成 21 年 3 月 27 日 

Dr. William A. Cooper（アメリカ 大気科学研究センター） 
期   間: 平成 21 年 3 月 22 日～平成 21 年 3 月 28 日 
用   務: Warm rain mechanisms に関する講演と降雨形成に及ぼす CCN の影響に関す

る意見交換 「渇水対策のための人工降雨・降雪に関する総合的研究」（科学

技術振興調整費） 
担当研究者: 村上正隆  
 
 
 

JICA 研修受け入れ 

アルゼンチン国別「気候変動予測能力強化」研修 

期   間: 平成 20 年 7 月 15 日～平成 20 年 8 月 7 日（2 名は 7 月 18 日まで） 
Dr. Mario N. Nunez（大気・海洋研究センター（CIMA）所長） 
Dr. Silvina Solman（大気・海洋研究センター（CIMA）研究部門長） 
Ms. Josefina Blochzque（大気・海洋研究センター（CIMA）研究員） 

担当研究者: 楠昌司 鬼頭昭雄 
 

集団研修「気候変動への適応」コース 

期   間: 平成 20 年 9 月 3 日～平成 20 年 10 月 1 日（9/11 のみ） 
 Ms. GONZALEZ Maria Paz（アルゼンチン 環境・持続可能開発事務局気候変動部） 
 Mr. DI PIETRO PAOLO Lucas（アルゼンチン 環境・持続可能開発事務局気候変動部） 
 Mr. PARRAGUEZ Jorge Antonio（チリ 農業省農業地方事務局） 
 Mr. SEARLE Juan Pedro（チリ 国家環境委員会天然資源保護部） 
 Mr. ALARCON LEORO Fausto Xavier（エクアドル 環境省） 
 Mr. BALEISOLOMONE Arieta Daphne（フィジー フィジー気象部） 
 Mr. MARSHALL Geoffrey Stuart（ジャマイカ 水利省水資源局） 
 Mr. LOPEZ LOPEZ Victor Manuel（メキシコ 国立制作技術大学） 
 Mr. OKPARA Innocent Onyeanusi（ナイジェリア 水資源省） 
 Mr. UMAR Abdullahi（ナイジェリア 環境住宅都市開発省） 
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 Mr. MIHIC Dragan（セルビア セルビア水文気象部門） 
 Ms. SAVIC Tatjana（セルビア セルビア水文気象部門） 
 Mr. HIJA Alawi Haji（タンザニア 農業畜産環境省） 
 Mr. MURUKE Wilbert Timiza（タンザニア タンザニア気象庁） 
 Ms. MATOTO Atelaite Lupe（トンガ 国土・測量・天然資源環境省） 

担当研究者: 鬼頭昭雄 楠昌司 

 

集団研修「気象業務能力向上」 

期   間: 平成 20 年 10 月 15 日～平成 20 年 10 月 17 日 
・（気候情報コース） 

Mr. BHUIYAN Md. Shameem Hassan （バングラデシュ 気象局農業気象課 気象官） 
Ms. WITT Yi Soe （ミャンマー気象水文局気象センター 予報官） 
Mr. NIHMEI Kaniaha Salesa （ヴァヌアツ気象局気候課 気候サービス管理官） 

・（短期予報コース） 
Ms. BIN Chann Mony （カンボジア気象局気象予報研究課 課長補佐） 
Mr. JOHNSON Charlie （フィジー気象局気象予報センター 航空予報支援管理官） 
Mr. FANAEI Seyed Hamed （イラン気象局気象予報センター 予報官） 
Ms. CHANTHANA Sinthaly （ラオス気象水文局気象予報・航空課 技術専門官） 
Mr. HAVEA Neniasi Niupalau （トンガ運輸省気象課 予報官補） 

担当研究者: 中村誠臣 田中実 上野充 折笠成宏 財前祐二 高橋宙 
 
 「日中気象災害研究プロジェクト」境界層観測コース 

期   間: 平成 20 年 11 月 26 日～平成 20 年 12 月 5 日 
Mr. Zhang Yong (張 勇) 
Mr. Gu Liang Lei (谷 良雪) 
担当研究者: 萩野谷成徳  
 

アジア地域「気候変動への適応にかかる能力強化」 

期   間: 平成 20 年 11 月 21 日～平成 20 年 12 月 18 日 
Mr. Rahman Md. Mizanur （バングラデシュ  

南アジア地域協力協会（SAARC）気象研究センター） 
Mr. MAKNUR Erwin Eka Syahputra （インドネシア インドネシア気象地質庁） 
Ms. SOLIS Ana Liza Solmoro （フィリピン  

フィリピン大気地球物理天文サービス庁（PAGASA）） 
Mr. CHAOWIWAT Winai （タイ チュラロンコーン大学） 
Mr. TRAN Trong Dinh （ベトナム ベトナム気象水文環境研究所） 

担当研究者: 鬼頭昭雄 楠昌司 佐藤康雄 
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9. 委員・専門家                                 9.1. 国際機関の委員・専門家 

 

* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 

９．委員・専門家 

 
 ここでは、平成20年度に気象研究所の職員が外部機関から委嘱を受けた委員・専門家（平成20年度以前から

の継続を含む）について、個人別に50音順で掲載している。 
 

９．１．国際機関の委員・専門家 

青木輝夫  ・気象学・大気科学国際協会（IAMAS）* 国際放射委員会（IRC）委員 
 
五十嵐康人 ・気候と大気研究に応用される自然放射性核種の発生と計測に関する専門家国際会議科学諮問委員 
 
上野 充  ・台風委員会（TC）* 台風研究調整グループ（TRCG）委員 
      ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 専門部会委員 

・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）耐風・耐震構造専門部会作業部会 D委員 
 
 
尾瀬智昭  ・世界気候研究計画（WCRP）* 気候の変動性及び予測可能性研究計画（CLIVAR） 季節から

数年スケールの気候予測に関する作業部会（WGSIP）委員 
      ・気候情報・予測サービス（CLIPS）* 季節内・季節・年々の予測のための研究ニーズに関する

専門家チーム 委員 
 
蒲地政文  ・全球気候観測システム（GCOS）* 気候のための海洋観測パネル（OOPC） 全球海洋データ

同化実験オーシャンビュー科学運営チーム（GOVST） 委員 
      ・WMO/IOC合同海洋・海上気象専門委員会(JCOMM) 現業海況予報システムに関するエキスパ

ートチーム(ET-OOFS) 委員 
 
鬼頭昭雄  ・気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「気候と水に関する技術報告」リードオーサー 
 
斉藤和雄  ・世界天気研究計画（WWRP）* メソスケール天気予報研究作業部会（WGMWFR）委員 
      ・世界天気研究計画（WWRP）北京 2008 研究開発プロジェクト（B08RDP）* 国際科学運営

委員会（ISSC）委員 
 
柴田清孝  ・世界気候研究計画（WCRP）* 成層圏気候影響研究計画-科学運営委員会（SSG-SPARC）  

報告書リードオーサー 
 
瀬古 弘  ・世界天気研究計画（WWRP）北京2008研究開発プロジェクト（B08RDP）* 国際技術サポー

トチーム（ITeST）委員 
 
辻野博之  ・世界気候研究計画（WCRP）* 気候の変動性及び予測可能性研究計画（CLIVAR）海洋モデル

開発作業部会（WGOMD）委員 
 
仲江川敏之 ・気候情報・予測サービス（CLIPS）* 気候と水に関するラポーター 
 
中澤哲夫  ・世界天気研究計画（WWRP）* THORPEX国際運営委員会（ICSC-THORPEX） 委員 
      ・世界天気研究計画（WWRP）* THORPEXアジア地域委員会 議長 
      ・第Ⅱ地区協会（RAⅡ） WWRP-THORPEXに関するラポーター 
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蒲地政文  ・全球気候観測システム（GCOS）* 気候のための海洋観測パネル（OOPC） 全球海洋データ
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* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 

      ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 幹事会委員 
 
三上正男  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）耐風・耐震構造専門部会作業部会 D委員 
 
村上正隆  ・世界天気研究計画（WWRP）* 気象改変専門家チーム 委員 

 
吉川澄夫  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 専門部会委員 

 
 

9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 
９．２．国内機関の委員・専門家 

 

青木輝夫  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期山本・正野論文賞推薦委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期山本・正野論文賞推薦委員会委員 
・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
・（社）日本雪氷学会、日本雪工学会 雪氷研究大会（2008・東京）実行委員 

・国際放射委員会事務局 国際放射委員 
青梨和正  ・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
青栁曉典  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
青山道夫  ・（社）日本アイソトープ協会 第 21 期理工学部会超低レベル放射能測定専門委員会委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会調査部会専門員 

・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会常任委員会常任委員 

・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会超低レベル放射能測定専門委員会専門委員長 

・第 46 回アイソトープ・放射線研究発表会事務局 第 46 回アイソトープ・放射線研究

発表会運営委員会幹事 
五十嵐康人 ・日本地球化学会 「地球化学」編集委員会編集委員 

・（財）日本分析センター 環境放射線等モニタリングデータ評価検討会委員 

石井雅男  ・（独）海洋研究開発機構 地球観測システム構築推進プラン「海洋二酸化炭素センサ

ー開発と観測基盤構築」研究運営委員会委員 
・情報・システム研究機構国立極地研究所 プロジェクト研究共同研究者 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 IMBER 小委員会委員 

・筑波大学 学位論文審査委員会委員 

・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
石崎 廣  ・海洋気象学会 理事 

・東京大学気候システム研究センター 研究協議会委員 

 石原正仁  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象用語検討委員会委員 

・（社）電波産業会 ウィンドプロファイラレーダの多重化技術に関する調査検討会委 

 員 

・（株）東洋建設 落雷保護対策検討委員会委員 

・（財）河川情報センター X バンドレーダ分科会委員 

・（独）防災科学技術研究所 研究開発課題外部評価委員 

・（社）日本地球惑星科学連合 環境・災害対応委員 

石元裕史  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

上野 充  ・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委 

       員 

内山明博  ・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 

・（独）国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 
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* 世界気象機関（WMO）に属する委員会等 

      ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 幹事会委員 
 
三上正男  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR）耐風・耐震構造専門部会作業部会 D委員 
 
村上正隆  ・世界天気研究計画（WWRP）* 気象改変専門家チーム 委員 

 
吉川澄夫  ・天然資源の開発利用に関する日米会議（UJNR） 耐風・耐震構造専門部会 専門部会委員 
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９．２．国内機関の委員・専門家 

 

青木輝夫  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期山本・正野論文賞推薦委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期山本・正野論文賞推薦委員会委員 
・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
・（社）日本雪氷学会、日本雪工学会 雪氷研究大会（2008・東京）実行委員 

・国際放射委員会事務局 国際放射委員 
青梨和正  ・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
青栁曉典  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
青山道夫  ・（社）日本アイソトープ協会 第 21 期理工学部会超低レベル放射能測定専門委員会委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会調査部会専門員 

・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会常任委員会常任委員 

・（社）日本アイソトープ協会 理工学部会超低レベル放射能測定専門委員会専門委員長 

・第 46 回アイソトープ・放射線研究発表会事務局 第 46 回アイソトープ・放射線研究

発表会運営委員会幹事 
五十嵐康人 ・日本地球化学会 「地球化学」編集委員会編集委員 

・（財）日本分析センター 環境放射線等モニタリングデータ評価検討会委員 

石井雅男  ・（独）海洋研究開発機構 地球観測システム構築推進プラン「海洋二酸化炭素センサ

ー開発と観測基盤構築」研究運営委員会委員 
・情報・システム研究機構国立極地研究所 プロジェクト研究共同研究者 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 IMBER 小委員会委員 

・筑波大学 学位論文審査委員会委員 

・日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
石崎 廣  ・海洋気象学会 理事 

・東京大学気候システム研究センター 研究協議会委員 

 石原正仁  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象用語検討委員会委員 

・（社）電波産業会 ウィンドプロファイラレーダの多重化技術に関する調査検討会委 

 員 

・（株）東洋建設 落雷保護対策検討委員会委員 

・（財）河川情報センター X バンドレーダ分科会委員 

・（独）防災科学技術研究所 研究開発課題外部評価委員 

・（社）日本地球惑星科学連合 環境・災害対応委員 

石元裕史  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

上野 充  ・（独）土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委 

       員 

内山明博  ・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 

・（独）国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 

委
員
・
専
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永戸久喜  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

尾瀬智昭  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議連携委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
勝間田明男 ・（財）震災予防協会 震災予防協会編集委員会委員 

      ・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 
      ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 
加藤輝之  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 

      ・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員准教授） 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 
上口賢治  ・（社）日本気象学会 第 34 期電子情報委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

河野耕平  ・（社）日本気象学会 第 35 期役員選挙管理委員会委員 
鬼頭昭雄  ・（独）海洋研究開発機構、（財）地球・人間環境フォーラム、（財）地球産業文化研究

所 IPCC 国内連絡会メンバー 
・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員教授） 

・国際日本文化研究センター 平成 20 年度国際日本文化研究センター共同研究員 
・熊本県 川辺川ダム事業に関する有識者会議委員 
・筑波大学 筑波大学計算科学研究センター共同研究員 
・（独）国立環境研究所 平成 20 年度スーパーコンピュータ研究利用専門委員会委員 

・（独）国立環境研究所 地球温暖化研究検討会（温暖化研究者フォーラム）委員 
・（独）国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 

・（独）海洋研究開発機構 IPCC 第 5 次評価報告書に向けての国内連絡会準備会メンバ

ー 
楠 研一  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

・（社）電気学会 自然災害の予測と監視のための電磁界技術調査専門委員会委員 
・(独)防災科学技術研究所 次世代気象災害監視レーダネットワーク（X-NET）の構築

と利用に関する検討委員会委員 
楠 昌司  ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の
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変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期気象研究ノート編集委員会委員 

栗田 進  ・（財）環境科学技術研究所 微量元素葉面挙動調査検討委員会委員 

栗原 和夫 ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・（財）日本水土総合研究所 平成 20 年度農業水利基本問題検討委員会気候変動部会委

員 

小林隆久  ・（財）原子力安全研究協会 原子力気象数値モデル検討専門委員会委員 
・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 

齊藤和雄  ・（社）日本気象学会 第 34 期学会賞推薦委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 
・（独）海洋研究開発機構 「地球システム統合モデルによる長期気候変動予測実験」

研究運営委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期学会賞推薦委員 

澤 庸介  ・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 
柴田清孝  ・情報・システム研究機構国立極地研究所 プロジェクト研究共同研究者 

・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 SPARC 小委員会委員 

・（独）国立環境研究所 客員研究員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 
・東海大学情報技術センター 静止大気ミッション検討委員会委員 

 島崎貴仁  ・（財）国際科学振興財団 つくば WAN 研究交流委員会委員 
小司禎教  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
杉 正人  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・東京大学気候システム研究センター 文部科学省 21 世紀気候変動革新プログラム「高

解像度気候モデルによる近未来気候変動予測に関する研究」運営委員会委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・名古屋大学地球水循環研究センター IHP 分科会トレーニング・コース WG 委員会

委員 

 鈴木 修  ・高知大学 平成 20 年度非常勤講師 

       ・日本風工学会 日本風工学会評議員 

清野直子  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象研究ノート編集委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象研究ノート編集委員会委員 
関山 剛  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

高橋 宙  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

高薮 出  ・水文・水資源学会 編集出版委員 

田中泰宙  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 
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永戸久喜  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

尾瀬智昭  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議連携委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
勝間田明男 ・（財）震災予防協会 震災予防協会編集委員会委員 

      ・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 
      ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 
加藤輝之  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 

      ・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員准教授） 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 
上口賢治  ・（社）日本気象学会 第 34 期電子情報委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

河野耕平  ・（社）日本気象学会 第 35 期役員選挙管理委員会委員 
鬼頭昭雄  ・（独）海洋研究開発機構、（財）地球・人間環境フォーラム、（財）地球産業文化研究

所 IPCC 国内連絡会メンバー 
・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・筑波大学 連携大学院方式に関わる教員（客員教授） 

・国際日本文化研究センター 平成 20 年度国際日本文化研究センター共同研究員 
・熊本県 川辺川ダム事業に関する有識者会議委員 
・筑波大学 筑波大学計算科学研究センター共同研究員 
・（独）国立環境研究所 平成 20 年度スーパーコンピュータ研究利用専門委員会委員 

・（独）国立環境研究所 地球温暖化研究検討会（温暖化研究者フォーラム）委員 
・（独）国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進ワーキンググループ委員 

・（独）海洋研究開発機構 IPCC 第 5 次評価報告書に向けての国内連絡会準備会メンバ

ー 
楠 研一  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

・（社）電気学会 自然災害の予測と監視のための電磁界技術調査専門委員会委員 
・(独)防災科学技術研究所 次世代気象災害監視レーダネットワーク（X-NET）の構築

と利用に関する検討委員会委員 
楠 昌司  ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の
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変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期気象研究ノート編集委員会委員 

栗田 進  ・（財）環境科学技術研究所 微量元素葉面挙動調査検討委員会委員 

栗原 和夫 ・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・（財）日本水土総合研究所 平成 20 年度農業水利基本問題検討委員会気候変動部会委

員 

小林隆久  ・（財）原子力安全研究協会 原子力気象数値モデル検討専門委員会委員 
・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 

齊藤和雄  ・（社）日本気象学会 第 34 期学会賞推薦委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 
・（独）海洋研究開発機構 「地球システム統合モデルによる長期気候変動予測実験」

研究運営委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期学会賞推薦委員 

澤 庸介  ・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 
柴田清孝  ・情報・システム研究機構国立極地研究所 プロジェクト研究共同研究者 

・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 SPARC 小委員会委員 

・（独）国立環境研究所 客員研究員 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員会委員 
・東海大学情報技術センター 静止大気ミッション検討委員会委員 

 島崎貴仁  ・（財）国際科学振興財団 つくば WAN 研究交流委員会委員 
小司禎教  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
杉 正人  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・東京大学気候システム研究センター 文部科学省 21 世紀気候変動革新プログラム「高

解像度気候モデルによる近未来気候変動予測に関する研究」運営委員会委員 

・（財）地球科学技術総合推進機構 「超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の

変化予測に関する研究」研究運営委員会委員 

・名古屋大学地球水循環研究センター IHP 分科会トレーニング・コース WG 委員会

委員 

 鈴木 修  ・高知大学 平成 20 年度非常勤講師 

       ・日本風工学会 日本風工学会評議員 

清野直子  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象研究ノート編集委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期気象研究ノート編集委員会委員 
関山 剛  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

高橋 宙  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

高薮 出  ・水文・水資源学会 編集出版委員 

田中泰宙  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

委
員
・
専
門
家
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員会事務局 

千葉 長  ・経済産業省原子力安全・保安院 総合資源エネルギー調査会臨時委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会評価部会専門員 

 忠鉢 繁  ・千葉科学大学 非常勤講師 
辻野博之  ・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP

合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・東京大学気候システム研究センター 「高解像度気候モデルによる近未来気候変動予

測に関する研究」運営委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
富樫正明  ・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会作業

部会 D 委員 
永井智広  ・（独）理化学研究所 客員研究員 
仲江川敏之 ・水文・水資源学会 国際誌編集委員会委員 

・大学共同利用機関法人人間文化研究機構 平成 20 年度総合地球環境学研究所共同研

究員 

・東京大学生産技術研究所 「土壌・積雪水当量の全球解析及び気候変動への影響に関

する研究」協力研究員 

・（社）土木学会 水工学委員会水文部会委員 

・水文・水資源学会 研究調整委員会委員 
中里真久  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 
中澤哲夫  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会幹事

会委員 

・（独）宇宙航空研究開発機構 地球環境変動観測ミッション第 1 回研究公募評価委員

会委員 

・（独）宇宙航空研究開発機構 降水観測ミッションに関する日米合同科学者チーム

（JPST）メンバー 
・東海大学情報技術センター 新規ミッション検討委員会委員 
・東海大学情報技術センター GPM 利用検討委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

 庭野匡思  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

萩野谷成徳 ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

橋本明弘  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 
林 修吾  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

平田賢治  ・（独）海洋研究開発機構 地球内部変動研究センター招聘主任研究員 

・（社）土木学会 調査研究部門「原子力土木委員会 津波評価部会」委員 

9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

・（財）沿岸技術研究センター 東北における津波防災連絡協議会及び津波防災情報の

検討ワーキンググループ委員 
廣瀬勝己  ・茨城県 茨城県原子力審議会委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員 
・（財）日本分析センター 平成 20 年度環境放射能水準調査検討委員会委員 
・（社）日本気象学会「第 45 回アイソトープ・放射線研究発表会」運営委員会委員 

・（社）日本気象学会「第 46 回アイソトープ・放射線研究発表会」運営委員会委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会原子炉安全専門審査会審査委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会核燃料安全専門審査会審査委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会専門委員 

・文部科学省科学技術・学術政策局 放射線審議会委員 

藤部文昭  ・（社）日本気象学会 第 34 期常任理事 
・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期奨励賞・各賞委員会委員 

・（独）大型降雨実験施設運用委員会委員 

・国際都市気象研究組織（IAUC) ICUC（第 7 回国際都市気象学会）実行運営委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期統合計画委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期各賞候補者推薦委員 

・日本風工学会 第 17 期編集・広報委員会委員 

・日本気象予報士会 日本気象予報士会表彰審査委員会委員 

別所康太郎 ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
保坂征宏  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
干場充之  ・（独）建築研究所 研究業績評価員 

      ・（独）建築研究所 研究評価委員会委員 

      ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 

      ・（財）地震予知総合研究振興会 研究委員会委員 

      ・気象庁地震火山部 緊急地震速報評価・改善検討委員会技術部会委員 

前田憲二  ・文部科学省 地震調査研究推進本部専門委員 

      ・（社）日本地震学会 日本地震学会 ASC2008 実行委員会委員 

      ・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 

牧 廣篤  ・東海大学情報技術センター 静止大気ミッション検討委員会委員 
松枝秀和  ・(独)国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進事務局ワーキンググループ委

員 

・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 IGAC 小委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
三上正男  ・（社）日本気象学会 第 34 期国際学術交流委員会委員 
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員会事務局 

千葉 長  ・経済産業省原子力安全・保安院 総合資源エネルギー調査会臨時委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会評価部会専門員 

 忠鉢 繁  ・千葉科学大学 非常勤講師 
辻野博之  ・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP

合同分科会 CLIVAR 小委員会委員 

・東京大学気候システム研究センター 「高解像度気候モデルによる近未来気候変動予

測に関する研究」運営委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
富樫正明  ・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会作業

部会 D 委員 
永井智広  ・（独）理化学研究所 客員研究員 
仲江川敏之 ・水文・水資源学会 国際誌編集委員会委員 

・大学共同利用機関法人人間文化研究機構 平成 20 年度総合地球環境学研究所共同研

究員 

・東京大学生産技術研究所 「土壌・積雪水当量の全球解析及び気候変動への影響に関

する研究」協力研究員 

・（社）土木学会 水工学委員会水文部会委員 

・水文・水資源学会 研究調整委員会委員 
中里真久  ・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 

      ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 
中澤哲夫  ・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・（学）東海大学情報技術センター 地球環境変動観測ミッション（GCOM）委員会委員 
・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会幹事

会委員 

・（独）宇宙航空研究開発機構 地球環境変動観測ミッション第 1 回研究公募評価委員

会委員 

・（独）宇宙航空研究開発機構 降水観測ミッションに関する日米合同科学者チーム

（JPST）メンバー 
・東海大学情報技術センター 新規ミッション検討委員会委員 
・東海大学情報技術センター GPM 利用検討委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

 庭野匡思  ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

萩野谷成徳 ・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員 

橋本明弘  ・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 
林 修吾  ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 

平田賢治  ・（独）海洋研究開発機構 地球内部変動研究センター招聘主任研究員 

・（社）土木学会 調査研究部門「原子力土木委員会 津波評価部会」委員 

9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

・（財）沿岸技術研究センター 東北における津波防災連絡協議会及び津波防災情報の

検討ワーキンググループ委員 
廣瀬勝己  ・茨城県 茨城県原子力審議会委員 

・茨城県 茨城県東海地区環境放射線監視委員会委員 
・（財）日本分析センター 平成 20 年度環境放射能水準調査検討委員会委員 
・（社）日本気象学会「第 45 回アイソトープ・放射線研究発表会」運営委員会委員 

・（社）日本気象学会「第 46 回アイソトープ・放射線研究発表会」運営委員会委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会原子炉安全専門審査会審査委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会核燃料安全専門審査会審査委員 
・内閣府原子力安全委員会事務局 原子力安全委員会専門委員 

・文部科学省科学技術・学術政策局 放射線審議会委員 

藤部文昭  ・（社）日本気象学会 第 34 期常任理事 
・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 34 期奨励賞・各賞委員会委員 

・（独）大型降雨実験施設運用委員会委員 

・国際都市気象研究組織（IAUC) ICUC（第 7 回国際都市気象学会）実行運営委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期講演企画委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期統合計画委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 
・（社）日本気象学会 第 35 期各賞候補者推薦委員 

・日本風工学会 第 17 期編集・広報委員会委員 

・日本気象予報士会 日本気象予報士会表彰審査委員会委員 

別所康太郎 ・（社）日本気象学会 第 34 期天気編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期天気編集委員会委員 
保坂征宏  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 
干場充之  ・（独）建築研究所 研究業績評価員 

      ・（独）建築研究所 研究評価委員会委員 

      ・（社）日本地震学会 日本地震学会代議員 

      ・（財）地震予知総合研究振興会 研究委員会委員 

      ・気象庁地震火山部 緊急地震速報評価・改善検討委員会技術部会委員 

前田憲二  ・文部科学省 地震調査研究推進本部専門委員 

      ・（社）日本地震学会 日本地震学会 ASC2008 実行委員会委員 

      ・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 

牧 廣篤  ・東海大学情報技術センター 静止大気ミッション検討委員会委員 
松枝秀和  ・(独)国立環境研究所 平成 20 年度地球温暖化観測推進事務局ワーキンググループ委

員 

・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 
・内閣府日本学術会議事務局 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 IGBP・WCRP
合同分科会 IGAC 小委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 
三上正男  ・（社）日本気象学会 第 34 期国際学術交流委員会委員 

委
員
・
専
門
家
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9. 委員・専門家                                 9.2. 国内機関の委員・専門家 
 

・（社）日本気象学会 第 34 期 SOLA 編集委員会委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会作業

部会 D委員 
・(独)科学技術振興機構 科学技術論文発信・流通促進事業アドバイザー委員会委員 

・東京大学先端技術研究センター 環境省地球環境研究総合推進費「革新的手法による

エアロゾル物理化学特性の解明と気候変動予測の高精度化」 
・（社）日本気象学会 第 35 期総合計画委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期電子情報委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期 SOLA 編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期国際学術交流委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 35 期教育と普及委員 

・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会委員 
・（社）海外環境協力センター 平成 20 年度黄砂問題検討会委員 

・(独)科学技術振興機構 科学技術論文発信・流通促進事業アドバイザー委員会開発分

科会委員 

緑川 貴  ・（社）国際環境研究協会 平成 20 年度地球環境研究企画委員会第 2 研究分科会 
村上正隆  ・（社）日本気象学会 第 34 期気象集誌編集委員会委員 

・（社）日本気象学会 第 34 期気象用語検討委員会委員 
・（学）東海大学情報技術センター EarthCARE/CPR 委員会委員 

・内閣府日本学術会議事務局 地球惑星科学委員会国際対応分科会 IAMAS 小委員会委

員 

・（財）電力中央研究所 送電設備の雪害に関する研究委員会委員 

・東京大学 非常勤講師（客員教授） 

・（社）日本気象学会 第 35 期気象用語検討委員 

・内閣府日本学術会議事務局 日本学術会議委員 

・東海大学情報技術センター GPM 利用検討委員会委員 

山里 平  ・気象庁 火山噴火予知連絡会 委員 

・気象庁 火山噴火予知連絡会 火山観測体制等に関する検討会委員 

・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 

山本剛靖  ・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 

行本誠史  ・（社）日本気象学会 第 35 期気象集誌編集委員 

横手嘉二  ・（財）日航財団 地球環境観測推進委員会委員 

吉川澄夫  ・(独)土木研究所 天然資源の開発利用に関する日米会議耐風・耐震構造専門部会日本

側専門部会委員 
吉田康宏  ・（社）日本地震学会 代議員 

・（社）日本地震学会 選挙管理委員会委員 

・（社）日本地震学会 地震編集委員会委員 

・(独)建築研究所 国際地震工学研修カリキュラム部会委員 

・東京大学地震研究所 地震・火山噴火予知研究協議会計画推進部会委員 

・政策研究大学院大学 「修士課程学生に対する論文副指導」非常勤講師 
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